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発表要旨： 

インターネットや通信技術の急速な発展により、コミュニケーションは文字媒体による

テキストのやり取りや、顔と音声の両方を楽しめるビデオ通話など、多様な形で現れてい

る。コミュニケーションの場は現実空間からオンライン空間へと拡張し、それに伴い「こと

ばの実践」(砂川, 2019:212)にも新しい変化が見られる。テクノロジーの急速な発展を背景

に、ライブ動画配信は販売活動やゲーム中継、友達作りなど、様々な社会的活動の場として

利用されるようになってきている。 

本研究では、近年中国で盛んに行われている、販売目的に特化したライブ動画配信(「E コ

マースライブ配信」と呼ばれる)を取り上げ、そこで展開されるライブ配信者と視聴者のコ

ミュニケーションに着目したい。E コマースライブ配信は、配信者が音声で商品やサービス

を説明し、視聴者がコメントを送ることで当該商品やサービスの詳細を確認するなど、配信

者と視聴者がインタラクティブ性の高いコミュニケーションを行える場である。つまり、音

声言語と文字言語の両方が交じりあったオンラインコミュニケーションの特殊なケースの

一つである。本研究では、その特殊性を考慮しながら、中国で影響力のある 10 名の E コマ

ースライブ配信者によるライブ配信を対象に、視聴者とのコミュニケーションの一環とし

て、配信者は⑴視聴者のことをどう呼ぶか、⑵どのようなスピーチアクトを遂行するか、⑶

特定のコメントをどう取り上げてそれにどう言及するか、の３点から配信者による言語使

用を談話レベルで分析する。それによって、E コマースライブ配信という新たな販売活動の

場において、配信者が常に「ものを売る側」という前もって与えられた固定的な立ち位置を

保ち続けるのではなく、視聴者との相互行為の中で自らの立ち位置を交渉しながら、視聴者

との心理的距離を調整していることが明らかになるだろう。 
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